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たが,肺野陰影が増悪 し,診断から7九月後に死亡.剖

検では,骨髄,肝,弾,腎, リソバ節,心に結節性の浸

潤が見られたが,肺に最 も強い浸潤を示 した.建癌細胞

は TBLBでの小型 りンべ球よi)も著明に異型度を増 し

てし､た.Southernblot法では,生前の末梢血､TBLI3

材料,剖検肺で HTLV一言プロウイルスの単タロ-ソ性

の組み込みが確認されたが,末輸血に存在 しない,肺で

のみ増殖するマイナータロ-ソが認められた.

本例は.ATL細胞が肺の細気管支領域に親和性を示

し.DPB様の臨床像を呈 したが,近年江 口されてし､る

HABが発行 していた可能性について興味深い症例であっ

た.

6)MantleCellLeukemi a,:'Lymphomaの1例
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【症例】68才.女性.1996年9乱 心窟部痛,体重減

丸 全身倦怠感を主訴iこ近臣受診.胃満場指摘 され 紹

介精査.WRC53900Lpath.cell8900),胃生検iこて

粘膜閲有層に白血病細胞浸潤 (+).10月21E]当科紹 介

71.200~_増殖 】Iンべ球は大型で､核′ト体明瞭.核網や

や幼t=様で CD3T5+10-11cl9十20+21+22+25-..･-1W+122-

DR十FMCT+.TCRCβ ト 上 _TH (+上 JK(+工 Jl

(-).TRAP(-上 骨髄染色体 :2p-.6q-･-･･,12q+,

14q+(20:20).【入院後経過】LN 生検 (組織像.Cyclin

I)1L+圧 末輸血染色体 Lttll:Ill)+〕より mこ廿1tle

celllymphomaの診断となり.T-COP療法を開始,

3ウール施行後の時点で肺腫消失,全身 IJンべ節著明縮

小､末櫓血.骨髄中腫鳴細胞ほほ消失.【考按】本例は

増殖りンべ球の形質かLL,は当初 CLLmixcL(1celltllXlが

疑われたが,消化管浸潤,高度の リンパ節鷹脆からは

mantlecell11TmPhomaが疑われた.(二LL項線疾患の

鑑別には寒症を念頭をこ置き,LNの検索を行 う必要があ
る.

71当手車こおける二沃性 Ml.)S･･･一･AMl,(･T)5例

嘉謎 霊鳥 や曽我 酢 ほ畏赤十字病院)
二次性自血病の5例を韓合 した.症例1女性.1985年

61才で机嗣鼠 X線照射,化学療法後.1989年5i:-=]MOS--

1モAEf弓を合併, 7月死亡 した.第5.第7異常を伴 う

染色休畢常が6./20にあり.症例1)男性.1991年55才て

骨髄腫.化学療法後 1995年11月 MI)S-RAt::Ⅰ=与,12月

AML を合併,スタラシド無効で翌年4月死亡.第5,

第7異常を伴う複雑な染色体異常あり.症例3男性.1995

年11月84才で勝離礁.抗癌剤際耽内授与権1996lit-L･5月

MDSIRAEB.7月 M̂L を合併 しLqFJ死亡.第5.

第7異常を伴･'7複雑な染色体異常あり.症例Ll男性.1黙)2

年53才で胃癌 . 手術, 化学療法後 1996年llf]MDSI

RAEB.翌年 1月 AML を合併,化学療法で PR.220

に dcICTLq311あり.症例5女一性.19911年39才で卵

巣癌,手術,化学墳法後 1996年12月 /llML を合併.治

療iこよりCR.520に delL71(q32㌦ 1520に tL8:

211.考察 :染色体分析による診断が重要だ一一一た.
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